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様式第１号（第６条関係） 

八女市新規創業・新事業展開補助金交付申請書 

令和○年△△月□□日　 

　　八女市長　 

（申請者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　住　　所　　八女市本町○○○番地　　　　　　　 

氏　　名　　八女　創業太郎　　　　　　　　　　 

電話番号　　０９４３－○○－○○○○　　　　　 

　　令和○年度八女市新規創業・新事業展開補助金の交付を受けたいので八女市新

規創業・新事業展開補助金交付要綱第６条第１項の規定に基づき関係書類を添え

て申請します。 

　（添付書類）　※注）新規創業補助金、新事業展開補助金ともに対象経費の２分の１で上限 50 万円 

　（１）　新規創業補助金を受ける者にあっては、新規創業事業計画書（様式第２ 

号の１）、新事業展開補助金を受ける者にあっては、新事業展開事業計画書 

（様式第２号の２） 

　（２）　誓約書（様式第３号） 

　（３）　市が指定した創業塾等受講証明書（様式第４号）八女商工会議所又は八 

女市商工会が経営指導等を行った旨の証明書（様式第５号） 

　（４）　登記事項証明書の写し（法人で既に登記を済ませている場合に限る） 

　（５）　開業届の写し（個人事業主に限る） 

　（６）　営業許可証の写し（許可を必要とする業種の場合に限る） 

　（７）　事業所等の賃貸借契約書等の写し又はこれに類するもの（賃貸借の場合 

に限る。） 

（８）　福岡県経営革新計画承認事業者に係る承認書の写しおよび経営革新計画

の写し（第二創業者を除く、新事業展開補助金申請を行う者のみ） 

　（９）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める資料 

 
１　補助金の種類　

☑ 新規創業補助金　　 
□ 新事業展開補助金　 ✔※該当する補助金へ を入れる。

 
２　事業名及び概要 居酒屋　○○○○（飲食業）

 ３　補助金の申請額　※注
５００，０００円

 ４　補助事業の完了予定日 　　　　令和○年○○月○○日

市が申請内容等を確認した後、市へ提出する日を記入

申請者の住所、氏名、電話番号を記載。法人

は法人名称と代表者の肩書・氏名を記入。

屋号及び業種などを記入

申請する年度を記入

対象経費の２分１で上限５０万円まで千円未満切り捨て

事業形態に

より何れか

申請時に許可が出てない場合は実績報告書を提出するまでに提出。ただし、申請時に理由書を添付。

対象経費に店舗・事務所家賃を計上している場合は必要

申請時に完了予定日を確認します。遅くとも３月２０日頃までの日付となります。

✓を入れる

必ず提出

申請書の記入例(R５年４月作成)

同意書は必須。場合によ

っては理由書等が必要。
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様式第２号の１（第６条関係） 

八女市新規創業事業計画書 

１　申請者の概要等 

２　実施形態 

 

 ふ り が な 

代表者氏名

や め  そうぎょうたろう 

八女　創業太郎
性別 男

生年月日 

（年齢）

1970 年○○年○○日 

（○○歳）

 

連絡先住 

所等

〒834－0031　八女市本町○○○○

本事業創

業直前の 

職業

※会社員など前職を記

入。

 T E L ０９４３－○○－○○○○

 F A X ※あれば記載

 E-mail ※あれば記載

 事業以外の

事業経営経

験

□ 事業を経営したことがない。 

□ 事業を経営したことがある。　　※注 ✔該当するものに を入れる。

 

職　歴
○○年△△月 ※過去の従事した職歴を記入。

 ◇◇年△△月 　※過去の従事した職歴を記入。

 開業･法人設立
日（予定日）

令和□年××月▽▽日　　注）補助事業期間内に開業又は法人設立を行うこと

 
ふ り が な 

法人名（屋号） ※法人の場合は法人名、個人事業主の場合は屋号を記入

 事業実施地 

（予定地）

〒８３４－○○○○　　 

八女市○○○１２３番地

事業形態
※個人事業主または法

人等を記入
 

主たる業種 

(日本標準産業分類
中分類を記載) 

中分類名： 飲 食 店

 
コード(２桁)：７６

 

役員・ 

従業員数

合 

計
　○ 名

内 

訳

①役　員： 
（法人のみ）

　　　　  名 ※法人の場合記入 
(うち大企業の役員又は職員を兼ねている者： 　名)

 ②従業員： 　　　　　名

 ③ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ： 　　　　　名

 
事業に要する許認可・免許等 

（必要な場合のみ記載）

許認可・免許等名称： 飲食営業許可、調理師免許etc

 取得見込み時期：
飲食店営業許可：○年○月頃

経営の有無に✓を入れる

個人事業主は開業日を法人は法人設立日を記入。

店舗・事務所の住所

営む業種を記入

雇用する場合は記入

個人事業主の場

合、本人は除く

業種によっては、資格又は営業許可証を必要。必要な場合のみ記入

申請書に記入した内容と同じ
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２　事業内容 

 

 

 

 ①事業の具体的な内容 

 
　※実際に行う内容をわかりやすく記入ください。 
 
 
 
 
 

 ②本事業の動機・きっかけ及び将来の展望 

 
　※創業に至った思いと、将来は、どのように展開したいかなどを記入 
 

ください。 
 

 ③本事業の知識、経験、人脈、熱意 

 
　※創業する業種（内容）に関する知識や経験及び人脈など強みなどを記入 
 
　ください。 
 
 
 

 ④本事業全体に係る資金計画 

【新事業の立ち上げ（準備から補助事業期間の終了までに必要な全ての資金と調達方法を記載してください。）】

 必要な資金 金額 調達方法 金額

 

設 

備 

資 

金

 

店舗改装費 

器具購入費

 

1,200,000 円 

500,000 円

自己資金 700,000 円

 金融機関からの借入金 

（調達先）日本政策金融公庫 

1,000,000 

　円

 市補助金  

500,000 円  設備資金の合計 1,700,000 円

 

運 

転 

資 

金

　 

500,000 円  その他（市以外の補助金

等）

 運転資金の合計 　500,000 円

 

合　　計 2,200,000 円 合　　計
2,200,000 

円

金融機関から資金調達見込み　　※該当するものに✔を入れる。 

□　既に調達済み　　　□　補助事業実施期間中に調達見込み

申請額を記入

借入がある場合、金額・借入先を記入

補助対象経費を含め、必要となる経費等を記入

同額になります。

借入がある場合、該当する方に✓を入れる
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 ⑤事業スケジュール

 実施時期 具体的な実施内容

 １年目  

 

 ２年目  

 ３年目  

 ⑥売上・利益等の計画　　

 １年目
（  年　月～　年　月期）

２年目 
（　年　月～　年　月期）

３年目 
（　年　月～　年　月期）

 
(a)売上高

千円
千円

　　　　　　　　　　
千円

 
(b)売上原価 千円 千円 千円

 (c)売上総利益

(a-b)
　　　　　千円 　　　　　千円 千円

 
(d)販売管理費 　　　　　千円 　　　　　千円 千円

 
営業利益(c-d) 　　　　　千円 　　　　　千円 千円

 

従業員数

　　　　　　　　　
人 

(うちﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　　人)

　　　　　　　　　
人 

(うちﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　　人)

　　　　　　　 
人 

(うちﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　　人)

 積算根拠
 

※計算式等 
 
 
 
 
 
 
 
 

※⑥売上・利益等の計画に基づいて実施する内容を記入ください。

※創業１年目から３カ年の売上・利益等の計画を記入ください。



5 

３　経費明細表   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

備考　 

１　対象経費については、その根拠となる見積書等の写しを添付すること。 

２　この様式は、必要に応じ所要の調整をして使用することができる。 

　　　３　補助対象経費の欄には、国の補助金を受ける場合は、上段に市補助金の

みの対象経費を記入し、下段に（　）書きで国の補助金対象経費を記入す

ること。 

 事業経費項目
補助対象経費

補　助　金 
交付申請額 
(A×1/2以内)

積算内訳・説明

 ①開業又は法人設立に 
伴う申請書類作成等に 
係る経費

 

（　　　　　）

 ②店舗等の借入費（補 
助金交付決定の日から 
当該申請年度の３月３１ 
日まで）

 

（　　　　　）

 
③店舗等開設に伴う内 
装・外装工事費

1,200,000円 

（　　　　　）

内装改修工事費一式

 ④設備費（リース、レ 
ンタルの場合は、補助金
交付決定の日から当該申
請年度の３月３１日ま
で）

500,000円 

（　　　　　）

調理器具一式300,000円 

冷蔵庫200,000円

 
⑤試作品等製作に係る 
原材料費

 

（　　　　　）

 ⑥広報費  

（　　　　　）

 ⑦試作品等外注費  

（　　　　　）

 ⑧委託費  

（　　　　　）

 

合　計

(A) (B)

 
1,700,000円 

（　　　　　）

500,000円 

（　　　　　）

※消費税等を除く、対象経費を記入ください。 

なお、対象とならない場合があるので事前に市へ相談ください。

※補助金申請額。対象経費の２分の１で上限 50 万円

※国の補助金を受ける場合は（　）書きで、その対象経費を記入。
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様式第３号（第６条関係） 

誓　　　約　　　書 

令和○年○○月○○日　 

 

八女市長 

 

（申請者）住　所　八女市本町○○○番地 

氏　名（自署）八女　創業太郎　　 

 

　　私は、八女市新規創業・新事業展開補助金交付要綱の適格者として補助金を受 

けるに当たり、次のことを誓約します。 

 

１　八女市新規創業・新事業展開補助金交付要綱の趣旨を理解し、申請する事業 

において、目標が達成できるように鋭意努力し、将来的には、定住促進並びに 

雇用拡大につながるように事業に専念いたします。 

 

２　八女市新規創業・新事業展開補助金交付要綱の規定に違反したときは、補助 

金の交付を取り消され、又は補助金の全部若しくは一部の返還を請求されても 

異議ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請書と同じ日付を記入

申請書と同じ住所、氏名を自署（法

人の場合は代表者の自署）
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様式第４号（第６条関係） 

市が指定した創業塾等受講証明書 

 

年　　月　　日 

 

八女市長 

 

住　　　　所 

　　　　実 施 機 関 名 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代 表 者 氏 名　　　　　　　　　　　　印 

 

次の者は、八女市新規創業補助金の交付申請に当たり、八女市が指定した創業

塾等を下記のとおり受講したことを証明いたします。 

記 

　　 

 
創 業 塾 等 名

 
受 講 年 月 日

 
受 講 会 場 名

 
講 師 名

 

受
　
講
　
者

氏　　　　　名

 
住　　　　　所

 
生年月日（年齢） 年　　月　　日生　（満　　　歳）

 
開業予定業種

 
開業予定時期 年　　月　　日　頃

 

その他、特に記載すべき事項
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様式第５号（第６条関係） 

八女商工会議所又は八女市商工会が経営指導等を行った旨の証明書 

 

年　　月　　日 

 

八女市長 

 

住　　　　所 

指 導 組 織 名 

代 表 者 氏 名　　　　　　　　　   　印 

 

次の者は、八女市新規創業・新事業展開補助金の交付申請に当たり、八女商工

会議所又は八女市商工会の経営指導員等によって経営指導を行ったことを証明い

たします。 

 

 

 
事 業 所 名

 
事 業 主 氏 名

 
事 業 所 住 所

 
業 種 名

 
補 助 金 の 種 類 □ 新規創業補助金　   □ 新事業展開補助金

 
事 業 開 始 予 定 年 月 日 年　　月　　日　～

 
経営指導等を受けた時期 年　　月　　日　～

 
経営指導等担当者氏名

 

その他、特に記載すべき

事項
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同　意　書 

（新規創業・新事業展開補助金） 

 

八女市新規創業・新事業展開補助金の交付申請にあたり、八女市新規創業・新事

業展開補助金交付要綱（平成２７年３月１１日決裁）第３条第１項第２号に規定す

る補助対象者の要件に係る市税、国民健康保険税又は税外徴収金の滞納状況を市担

当職員が調査することに同意します。 

 

 

記 

 

１．調査対象者：申請者 

 

２．調査項目：市税、国民健康保険税、税外徴収金、水道料金、下水道使用料、下

水道受益者負担金 

 

 

 

 

令和○年△△月□□日 

 

 

 

　八女市長　三田村　統　之　様 

 

 

 

 

申請者　住　所　　八女市本町○○○番地 

 

 

氏　名（自署）　八女　創業太郎　　　　　　　　　 

申請書と同じ日付を記入。

申請書と同じ住所、氏名を自署
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同　意　書 

（新規創業・新事業展開補助金） 

 

八女市新規創業・新事業展開補助金の交付申請にあたり、八女市新規創業・新事

業展開補助金交付要綱（平成２７年３月１１日決裁）第３条第１項第１号に規定す

る補助対象者の要件に係る市税又は税外徴収金の滞納状況を市担当職員が調査する

ことに同意します。 

 

 

 

記 

 

１．調査対象者：法人名義分 

 

２．調査項目：法人に係る市県民税、税外徴収金、水道料金、下水道使用料、下水

道受益者負担金等 

 

 

　　年　　月　　日 

 

　八女市長　三田村　統　之　様 

 

 

申請者　住　所 

 

 

法人住所・法人名・代表者名 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 

法人登記した住所及び法人名、代

表者の肩書・氏名を代表者が自署



11 

様様式第８号（第８条関係） 

八女市新規創業・新事業展開補助金変更承認申請書 

 

年　　月　　日　 

 

　　八女市長　 

 

（申請者）　　　　　　 　　　　　　　　　　 

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　 

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　 

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　　　　　　年　　月　　日付け　　　　　第　　　　号で補助金交付決定を受

けた八女市新規創業・新事業展開補助金について、申請内容を下記のとおり変更

したいので承認願います。 

 

記 

 

　１　変更区分　（　変更　・　中止　・　廃止　） 

 

　２　変更内容 
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様式第９号（第９条関係） 

八女市新規創業・新事業展開補助金実績報告書 

 

令和○年△△月□□日　 

 

　　八女市長　 

 

（申請者）　　　　　　　 　　　　　　　　　 

　　　住　　所　　八女市本町○○○番地　　　　　 

氏　　名　　八女　創業太郎　　　　　　　　 

電話番号　　０９４３－○○－○○○○　　　 

 

　　　　　　　年　　月　　日付け　　　　　第　　　　号で補助金交付決定を受

けた事業の実績について、関係書類を添えて下記のとおり報告します。 

 

記 

 

　（添付書類） 

　（１）　補助事業の実施状況又は成果を証する書類の写し 

　（２）　補助対象経費確定額を証する書類の写し 

　（３）　前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

 

 

１　補助金交付決定額

☑ 新規創業補助金　　　　５００，０００

円 

□ 新事業展開補助金　　　　　　　　　　円

 
２　補助対象経費確定額 １，７００，０００円

 
３　補助金の精算額 ５００，０００円

 
４　補助金精算額の算出根拠 別紙添付書類のとおり（領収書写し）

 
５　補助事業開始年月日 令和○年◇◇年△△日　　

 ６　補助事業完了年月日 令和○年□□年▽▽日　　

市へ提出する日を記入

申請書と同じ住所、氏名を記入

補助金交付決定通知書(様式第 6 号)よ

り記入。不明の場合は空欄で可

✓を入れ、補助金交付決定額を記入

補助対象経費を記入

補助金交付決定額を記入

補助金交付決定後の事業に着手した日付を記入。

改装工事や器具・備品等の購入が完了し、代金の支払いが終わった日付を記入。
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様式第１１号（第１１条関係） 

八女市新規創業・新事業展開補助金交付請求書 

 

年　　月　　日　 

 

　　八女市長　 

 

（申請者）　　　　　　　　 　　　　　　　　 

住　　所　　八女市本町○○○番地　　　　　 

氏　　名　　八女　創業太郎　　　　　　　　 

電話番号　　０９４３－○○－○○○　　　　 

 

　　　　　　　年　　月　　日付け　　　　　第　　　　号で補助金交付確定通知

のあった八女市新規創業・新事業展開補助金について、下記のとおり請求します。 

 

記 

 

☑　１　補助金交付確定額　　 新規創業補助金　　　　　　５００，０００円 

 

□新事業展開補助金　　　　　　　　　　　　円 

 

　２　請求額　　　　　　　　　　５００，０００円 

 

　３　振込先情報 

 振込先金融機関・支店名 ○○○銀行　△△支店

 
預金種目 普通　・　当座　・　貯蓄　・　その他

 
口座番号   〇○○○○○

 フリガナ 　ﾔ ﾒ　ｿｳｷﾞｮｳﾀﾛｳ

 
口座名義人 　八女　創業太郎

補助金交付確定通知書(様式第 10 号) 

より記入。 不明の場合は空欄で可

申請書と同じ住所、氏名を記入

空欄で提出ください。

個人事業主の場合は本人（申請者）、法人の場合は法人名義の口座情

補助金交付決定額を記入。

✓を入れる。


